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都
内
在
住
の
女
性

（
３５
）

は
今
月
か
ら
金
融
機
関
で
派

遣
社
員
と
し
て
勤
務
を
始
め

る
。
結
婚
後
数
年
間
を
家
庭

で
過
ご
し
た
後
、
復
帰
す
る

際
に
選
ん
だ
の
は
ア
デ
コ
の

紹
介
予
定
派
遣
だ

っ
た
。
数

力
月
間
派
遣
社
員
と
し
て
働

い
た
後
、
派
選
先
の
企
業
と

合
意
す
れ
ば
正
社
員
と
し
て

採
用
さ
れ
る
。
こ
の
仕
組
み

が
仕
事
の
プ
ラ
ン
ク
を
埋
め

る
の
に
最
も
便
利
に
映

っ
た

か
ら
だ
。

紹
介
予
定
派
遣
に
よ
る
採

用
は
昨
年
か
ら
急
増
し
て
い

企
業
が
派
遣
で
賄

っ
て
き
た

分
野
。
同
社
は
派
遣
事
業
と

正
社
員
紹
介
事
業
の
営
業
部

隊
が
連
携
し
な
が
ら
、
紹
介

予
定
の
求
人
案
件
を
収
集
し

て
い
る
。

首
都
圏
営
業
本
部
の
笈
川

や
そ
う
と
す
る
恩
惑
。
双
方

の
利
害
で
紹
介
予
定
へ
の
注

目
が
集
ま

っ
て
い
る
。

日
本
人
材
派
違
協
会
の
調

べ
で
は
、
主
要
百
八
社
の
昨

年
九
月
の
紹
介
予
定
の
実
稼

働
者
数
は
前
年
同
月
比
六

一

業
績
が
回
復
傾
向
に
あ
る

る
案
件
は

一
社
あ
た
り
二
―

企
業
は
こ
れ
ま
で
派
遣
社
員

一二
人
程
度
。
森
永
晃
夫
執
行

で
人
員
補
充
に
対
応
し
て
き

役
員
は

「
か
つ
て
の
よ
う
に

た
が
、
今
年
に
入
り
、
正
社

大
量
に
採
用
す
る
企
業
は
ほ

員
で
対
応
す
る
企
業
も
増
え

と
ん
ど
な
い
。
少
数
な
ら
人

て
い
る
。

一
方
で
募
集
広
告

材
会
社
を
活
用
し
た
方
が
い

や
採
用
に
か
け
る
手
間
を
嫌

い
と
い
う
認
識
が
浸
透
し
始

う
企
業
も
増
加
。
人
材
サ
ー

め
て
い
る
」
と
み
る
。

ビ
ス
会
社
へ
の
依
頼
の
伸
び

　

人
材
サ
ー
ビ
ス
各
社
は
派

に
つ
な
が

っ
て
い
る
。
　
　
　
道
労
働
で

一
定
料
金
が
入
る

人
材
紹
介
大
手
の
イ
ン
テ

だ
け
で
な
く
、
紹
介
が
成
立

リ
ジ

ェ
ン
ス
は
昨
年
、
紹
介

す
れ
ば
決
定
者
の
年
収
の
三

予
定
派
通
の
専
門
チ
ー
ム
を

割
を
手
数
料
と
し
て
得
ら
れ

グ
ル
ー
プ
に
格
上
げ
し
た
。　
る
。
　
コ
収
快
隠
に
し
隆
勝
路
躍
・

派
遣
期
間
中
に
カ
ウ
ン
セ
リ

‐こキ
肝
卜
際
Ｈ
ほ
―〓
．隈
階
輝
ｐ
ｐ

ン
グ
要
員
が
派
遣
先
企
業
と

紹
介
予
定
派
違
専
門
の
会
社

派
通
社
員
の
間
に
入
り
、
正

濁
列
引
刊
間
割
鋼
劉
留

業
界

社
員
採
用
ま
で
の
支
援
を
進

に
と
っ
て
は
派
遣
社
員
の
働

め
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
き
方
の

一
形
態
だ

っ
た
紹
介

同
社
で
も
求
人
件
数
は
前

予
定
派
遣
が
新
た
な
収
益
の

年
比
八
〇
％
増
。
同
社
に
来

程
に
育
と
う
と
し
て
い
る
。

登
録
者
・ち企
業
と
も
に
利
点

○

る
。
ア
デ
コ
で
は
昨
年
十
二

月
に
企
業
か
ら
受
け
た
派
遣

の
要
望
の
う
ち
約

一
割
が
紹

介
予
定
で
、
前
年
同
月
比
二

倍
の
伸
び
だ
。
特
に
多
い
の

は

一
般
事
務
で
、
こ
れ
ま
で

敏
昭
セ
ン
タ
ー
長
は

「
女
性

を
中
心
に
希
望
者
が
多
い
。

派
遣
か
ら
安
定
し
た
雇
用
の

正
社
員
に
移
る
仕
組
み
は
登

録
者
側
、
企
業
側
と
も
需
要

が
高
ま

っ
て
い
る
」
と
話
す
。

働
く
側
の
正
社
員
志
向
、
雇

う
企
業
側
の

採
用

コ
ス
ト

を
抑
え
な
が

ら
人
員
を
増

・
九
％
増
の
三
千
三
百
六
十

六
人
に
達
し
た
。
二
〇
〇
四

年
二
月
か
ら
ニ
ケ
タ
増
が
続

き
、
七
月
以
降
は
同
五
〇
％

を
超
え
る
高
水
準
を
維
持
し

て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
二
月

施
行
の
改
正
労
働
者
派
遣
法

で
は
こ
れ
ま
で
禁
止
さ
れ
て

い
た
紹
介
予
定
派
避
対
象
者

の
事
前
面
接
を
解
禁
し
た
。

法
改
正
で
制
度
の
使
い
勝
手

が
上
が
っ
た
た
め
、
利
用
が

一
気
に
拡
大
し
た
。

子
育
て
や
配
偶
者
の
転
勤

な
ど
で

一
定
期
間
、
職
を
離

れ
て
い
た
人
が
紹
介
予
定
派

造
を
活
用
す
る
例
も
多
い
。

ま
た
、
大
卒
者
や
フ
リ
ー
タ

ー
な
ど
経
験
の
な
い
人
材
を

試
用
期
間
と
し
て
生
か
せ
る

利
点
も
あ
る
。
紹
介
予
定
を

採
用
の

一
手
段
と
し
て
位
置

づ
け
る
企
業
も
増
え
始
め
て

い
る
と
い
う
。

あ
る
鉄
道
会
社
の
人
事
担

当
者
は
紹
介
予
定
で
の
採
用

を
人
材
派
遣
会
社
に
依
頼
し

た
際
、

「派
遣
会
社
に
頼
ん

だ
方
が
い
い
人
材
が
来
る
。

採
用
コ
ス
ト
も
負
担
に
な
っ

て
い
る
」
と
漏
ら
す
。

紹介予定派占の実稼働者数
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